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Abstract
The purpose of this paper is to clarify the training policies of the boards of education that 
contribute to the teachers’ teaching skills for ICT use. Based on the surveys of the education 
centers of prefectures, designated cities, and municipalities, a significant correlation is revealed 
with the local government level of teaching skills for ICT use depending on the training facility, 
training preparation method, status of implementation of training, training content, and equipment 
used in the training, and other factors. Such research combined with a case study indicated the 
following three points to raise the level of teaching skills for ICT use of the local governments. 
The first thing is to prepare user-friendly equipment such as projectors, digital textbooks, tablets, 
and to teach their use. The second is to increase the competence of the education center staff and 
to increase their autonomy. The third is to clarify the policy of the local government.
教員の ICT 活用指導力と教育委員会の研修施策の関連
The Correlation between the Teachers’ Teaching Skills for ICT Use and the Training Poli-
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教員の ICT 活用指導力とは、IT 戦略本部による「IT 新改⾰戦略」（平成 18 年）に基づき、教員
の ICT 活用指導力の基準の具体化を図り到達目標を明確にするため、文部科学省が設置した「教
員の ICT 活用指導力の基準の具体化・明確化に関する検討会」が策定した教員の ICT 活用指導
力のチェックリストによっている（巻末資料参照）。
文部科学省は「教育の情報化の実態等に関する調査」の中で、学校における主な ICT 環境の


























都道府県 47 45 95.7%
政令市 20 17 85.0%
市区町村 1780 1073 60.3%
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事例調査は平成 28 年度「教育の情報化の実態等に関する調査」で教員の ICT 活用指導力が高
い岡山県、佐賀県、熊本県を対象に実施した。うち、教育委員会の施策と教員の ICT 活用指導





査は教員の ICT 活用指導力を測る項目として、A 教材研究・指導の準備・評価などに ICT を活
用する能力（4 項目）、B 授業中に ICT を活用して指導する能力（4 項目）、C 児童の ICT 活用を
指導する能力（4 項目）、D 情報モラルなどを指導する能力（4 項目）、E 校務に ICT を活用する
能力（2 項目）を設定し、それぞれ「わりにできる」「ややできる」「あまりできない」「ほとんどで
きない」の 4 段階で調査している。文部科学省は 18 の小項目ごとに「わりにできる」「ややできる」
と回答した教員の割合と A ～ E ごとの平均を全国単位と都道府県単位で算出し、都道府県ごと
の順位を示している（文部科学省 2018）。本調査においては A ～ E の「わりにできる」「ややでき
る」と回答した教員の割合を合計して都道府県、指定都市、市区町村ごとの平均値を求め、「教
員の ICT 活用指導力水準」とした。さらに 5 観点全体にわたって全国平均を上回っている上位
約 1／3 の自治体を「ICT 活用指導力水準高」、他を「ICT 活用指導力水準低」とラベリングした（都
道府県においては 5 観点全てにわたって全国平均を上回っている上位 15 位までの都道府県、指
定都市においては同様の基準による上位 6 位までの指定都市を、また市区町村においては 5 観点
の合計が上位かつ 4 観点以上で全国平均を上回る 597 市区町村を「ICT 活用指導力水準高」とした）。






岡山県教育委員会は、平成 21 年度に教員の ICT 活用指導力の到達度目標を設定し、目標を達
成するための研修を開始した。国の調査で教員の ICT 活用指導力は A：教材研究・指導の準備・
評価などに ICT を活用する能力、B：授業中に ICT を活用して指導する能力、C：児童の ICT 活
用を指導する能力、D：情報モラルなどを指導する能力、E：校務に ICT を活用する能力の 5 種
類を設定している。岡山県はこのうち B：授業中に ICT を活用して指導する能力の「わりにでき
る」「ややできる」割合を 90％（平成 19 年度 52％）、D：情報モラルなどを指導する能力の「わ
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市町村教育委員会の協力を得て会場を設定し、県立学校の担当者研修は県教育委員会が会場を設













この研修は平成 21 年度から 3 年間で県下の全情報教育担当者を対象に実施され、平成 24 年度











これらの研修を通じ、岡山県における教員の ICT 活用指導力の都道府県間順位は、A から E
までの 5 項目において、平成 20 年度は B30 位、D36 位、A38 位、E39 位、C42 位となっていた
のが、平成 21 年度には B12 位、E15 位、C18 位、D19 位、A28 位となり、平成 22 年度には E2 位、
B4 位、C・D5 位、A8 位、平成 24 年度は E1 位、B・C・D2 位、A3 位となり、25 年度以後全項
目で 1 位か 2 位となっている。（国立教育政策研究所 , 2018）
図 1　岡山県における教員の ICT活用指導力の県間順位の推移
32












目指す姿：教員が情報収集で ICT 活用 ＊
目指す姿：教員がデジタル教科書活用 ＊
目指す姿：生徒が ICT で意見共有 †

























注： ICT 活用指導力の高群と低群でクロス表を作成し、Mann-Whitney 検定により漸近有意確率
を算出した。
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